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ウコン カギ バ の 属 名 





覚え 書き (2) で , 私 は ウコン カギ バ crocea LEECH 
を type と する Konjikia NAGANO (1917) が , Iri- 
drebana に 極め て 近 綴 で も る と と を 述べ た . その 後 更 
に 調べ た 結果 , Konjikia は Tridrebana SWINHOE 
(1895) の 異名 と し な けれ ば な ら な いと と が わか っ た 
の で , 認 と 改め て 報告 する . 前 報 で は , Iridrebpana 
と 綴っ た が , これ は WARREN (1895, 1922) の 訪 悦 
を 私 が その ま ょ 有用 いた か ら で あ る . 

ホシ ベッ コウ と ウス ボン シン ベッ コウ 

わが 国 の Deroca は , 松 対 (1905 : 日 本 昆 是 総 目 
録 , 1 : 49 一 50) に よっ て inconclusa WALKER ウス 
ボ ジ ベ ッ コ ツウ, 2hasma BUTLER ホビ ピ ベ ッ プ コツ と い 
う 2 種 に 分 け て 和 名 を 付け られ た . その 後 長 野 (1917 
: 名和 昆 虫 研究 所 報告 , 2 : 125--128) に よっ て , 
と れ ら 2 種 が 別種 で ある と と が , は っ きり と 主 弦 され 
た . それ より 以前 に , LEECH (1898 : Trans. Ent. Soc. 
Lond.、 1898 : 370) は , 2hasma を , イン ド の incon- 
clusa の 一 変型 の ょ ろう に た 取扱い, “In male specim- 





ens of phasma, Butl., the markings are much more 
pronounced than in typical male znconclusa.” と 述 
べ て いる し , STRAND (1911 : SEITz, Macrolep., 2 : 
203, pl. 48c) は , 同じ 理由 で 亜 種 と し て い る. 
長野 (前 出 ) が 2 種 記 分 けた と き の 区 別 点 は 次 の 遂 


り で あり , その 後発 行く され ん た わが 国 の 図鑑 類 で は , 全 
部 これ に 従っ て いる . 
A. 後 鞭 に 期間 を 有 せ ず , 翔 の 絞 環 は 基 だ 淡 し ーー ウメ ボン シベ 
ツ コ ウ 
B. 後半 に 凌 剃 を 有 し (少く 基 雄 ), 凌 の 紋 理 は 顕 革 な り ……… ホシ 
ベッ コウ 


同一 属 の 上 戦 で , 種 の 差異 が 翔 刺 の 有無 と 斑紋 の 江 
淡 。 と いう こと は ,。 や ヽ 異 例 の と と な の で , 私 は 数 年 
来 注 意 し て 標本 を 集め て 調べ た と ころ, 上 の 区 別 点 
は , その まい ヽ 同 一 種 の 雄 雌 の ちがい で ある と と が わか 
っ た . 更に 確か め る た め , 北海 道 大 学 農学 部 ・ 国 立科 





* (1) : Vol.3, pt.2, pp. 13-14(1953). (2): Vol. 4, 
pt.1, pp. 7-8 (1953). (3) : Vol. 5, pt. 1, pp. 
2-4 (1954). (4) : Vol. 5, pt.2, pp. 12-14 (1954) 
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掌 博物館 ・ 農 業 披 術 研究 所 の 所 蔵 標本 や , 友人 人 達 の 個 
人 の コレ クシ ョ ン も 機会 ある 毎 に 見 た が , ひと つの 例 
外 も な く , ホ ジ さ ペッ コウ は 雄 で あり , ウス ボ ジ ベ ペッ コ 
ウ は 上 肉 で あっ た . 長野 は , ウス ボ ジ ベ ッ コ ツウ の 雄 を 記 
載 し て いる が , と れ は 雌 の うち で 比較 的 葉 紋 の 濾 厚 な 
個体 を 指し て いる と 私 は 考え る (前 出 , pl.3.f.8 も 
参照 )、 同 時 に , ホシ ペッ コウ の 雌 を ひと つも 見 て い 
な いと いう こと は , 雌 を 全部 ウス ボ シ と し た か らち た 他 
な ら な い , 

私 は , イン ド の znconclusa WALKER を 直接 見 て 
いな い が , 日 本 の phasma は , 恐らく 別種 と し て 区 
別して 置い て 誤り な いと 信じ る . アア . inconclusa で は 
雄 雌 共に 緒 刺 を 欠く らし いし , 玉 紋 は ホシ ベッ コウ の 
睦 の よう 薄い . と の 点 か ら , ホ ど ペッ コウ の 内 が 
nconclusa と され て し まっ た の で ある . 

次 に , WARREN (1914 : Novit. Zool., 21 : 401) は , 
の . gecsg と いう 郊 種 を 日 本 (産地 は 挙げ て いな い ) 


か ら 記 載 し , “ This new Japanese species 1S much 

















larger than phasma, the $8 expanding 42mm., and 

the ? 40mm.; "と 述べ て いる . 私 の 調べ た 
範囲 で は , と れ は ホ ジ シベ ッ コウ の 予 1 皿 出 現 (6 月 ) 
の も の で , 2 回 目 (8・9 月 ) より た し か に 大 きい 
が , 特 と 季節 型 を 学名 で 区 別 す る 必要 性 は 認め られ な 
い . 

和 名 は , 松 対 (1931 : 日 本 昆虫 大 図 鑑 : 741 一 742) 
に 従っ て , ホシ ベッ コウ カギ バ と する 方 が , 科 名 が わ 
か っ て 便利 な の で , 私 は これ を 採用 し た しい. 

結局 日 本 の Deroca は , bhasma BOTLER と いう 
単 一 の 種 で 代表 され, Znmconclusa WALKER は 居 ら な 
い 。 D. decisa WARREN は 2asma の 異名 . 和 名 ホ 
シベ ペッ コウ ・ ウ スポ シベ ッ コウ ・ ウ ス ホ ジ ベッ コウ カ 








り 英国 の 開 張 が , 凌 を 左右 に の ば し た と き の 最 大 値 
で 表わさ れる と いう と と は 。, 江崎 (1954 : 本 誌 Vol.5, 
pts.3/4 : 18) に よっ て 解読 され て いる . 我々 の 一 般 に 
採用 し て いる 開 強 , 即ち 前 閉 後 線 を 一 直線 上 に 位置 さ 
せ た と き の 最 大 値 で , 私 の 標本 を 測る と , ホピ ベッ コ 
ウ の 春 型 は , 828mm., 9 35mm. と な り , これ を 英 
国 流 に な お す と 8 34mm., @ 40mm. と な っ て , 
WARREN の 測定 値 に 近い と と が わか る . 
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ギバ な ど は , ホ ジ ベ ッ コ ゴウ カ ギバ を 採用 する と と に よ 
っ て 異名 と な る . 


ギン モン カギ バ と ウス イロ カギ バ 


先 づ は じ め た だ , 長野 (1917 : 名 和民 是 研究 所 報告 , 
2 : 115, pl. 3, f. 6) に よっ て 同定 され , 河田 (1932 
: 日 本 尼 中 図鑑 : 1350, f.2669) そ の ほか の 従っ て いる 
ウス イロ カギ バ Callidrebana palleolus MOTSCHU エ Lー 
sky (1866) の 同定 が 正しい も の と すれ ば 2, これ は , 
ギン モン カギ バ と 同一 往 で ちる . 即ち , ウス イロ は , 
出 幼 横 脈 級 を 欠く 個体 を 指し , ギン モン は , とこ の 絞 が 
発達 し , 多く の 場合 外 横 線 の 外側 か ら 外 綴 ま で , 列 に 
閉 頂 附近 が 渡 届 な 色彩 の も の で ある . これら 2 型 に は 
谷 ん ど 中 間 型 が 見 出さ れ な い 程 は っ きり ちがう が , 他 
の 特徴 は まっ た く 一 致す る し , 東京 都 高 尾山 で の 私 の 
採集 記 銚 に よれ ば , 出現 期 や も 同じ な の で , 私 は 同一 
引 の 2 型 と 見 区 す . 

ギン モン カギ バ は , LEECH (1898 : Trans. Ent. 
Soc. Lond., 1898 : 369) 以来 今日 まで Drepana ( 又 
は この 屈 を 細分 し て Callidrepana) argenteola MO- 
ORE (1859) と いう イン ド や ジャ ワリ ワ に 分 布 し て いる カカ 
ギバ と 同一 種 と 見 人 敬 き れ て 来 た . それ より 前 に LEE- 
CH (1888 : Proc. Zool. Soc. Lond., 1888 : 648) は , 

p. patrana MoosE (1865) と 同定 し て 日 本 か ら 記 録 
し て いる が , の ち に HAMPSON (1892 : Fauna Brit. 
Ind., Moths, 1 : 338) に 従っ て patrana を argenteola 
の 異名 と し た . 又 STRANp (1911 : Sgirz, Macrolep., 
2 : 202, 1911) は , 日 本 の gzgez7eo72 の 中 に 半 の 色彩 
が 淡く , 横 脈 紋 の 消え た 個体 が ある と 述べ , こ れ を ab. 
s222 の 777 が cgZ7 の 2 と 名 付け た . と の 異常 型 は , GAEDE 

(1931 : Lep. Cat., 49 : 35) に よっ て C. 6racteata 
HAMPSON (1893) の var. と され て いる . 

私 は , ギン モン と ウス イロ の 正しい 学名 を 決定 し た 
いと 思い , British Museum の D.S. FLETCHER 氏 に 
標本 を 送っ て 調査 を お 願 し た と と ろ , ジャ ワ の C. 
argenteola argenteola MOORE, イン ド の 2. normalis 




















WARREN, C. bracteata HAPSON 及び C. patrana 
Mooss を 貸し て いた だ く と と が で き , 一 応 の 結論 を 
得 た の で , 六 に 報告 する . 

外見 上 , ギン モン は , argenteola や bracteata と 





2 Type は 失わ れ て し まっ た か , 不 い は 現存 する 
と し て も , 現在 の 私 共に は , その 正体 を 確か め る こと 
が か が できない, 


直ちに 区 別 さ れる . 即ち とれ ら 2 種 で は , 横 脈 紋 が は 
る か に た 細く , 多く の 場合 3 つの 小 点 , (又は 中 央 と 下 
の 2 個 が 融合 し て ) 1 つの 点 と 1 本 の 短 条 , 或いは 横 
脈 全体 に わた る 短 線 と な っ て いる . 駐 前 直 頂 は 一 飛 鋭 
い 鎌 状 で , ギン モン より 外 横 線 が 細く て 鮮明 で ある . 
一 方 Zatrana の 方 は , 色彩 が 一 層 暗 いと と と 形 が や 
\ い か さい 点 の な か , ギン モン と の 外見 上 の 区 別 点 が 見 
出せ な い . 雄 交 尾 器 の 形態 を 比較 し て 見 る と , 上 の 事 
柄 は 更 と 明瞭 に 裏づけ され た . 即ち ギン モン は , ヵ g- 
か ana と 形態 釣 に 一 致す る が , 他 の 2 種 と は 別種 と し 
て 区 別 き れる . 従っ て , 日 本 の ギン モン カギ ズバ が , 
patrana MooRE の 一 亜 種 で ある と と は , も は や 句 い の 
余地 が な い . 肖 に 書い た よう に と に, palleolus MOTsSCHー 
ULSKY は ギン モン と 同一 種 で あり , し か も 日 本 か ら 
記載 され た 名 前 で ある か ら , ギン モン カギ バ (即ち ウ 
スイ ロカ ギバ ) の 日 本 産 亜 種 名 と し て 有 政 な 名 で , 
s222 の /77cg772 STRAND は その 異名 と な る . 

以上 の よう た 決定 する と , 前 次 横 脈 族 の ある 型 を 
は , 名 前 が な い の で , 私 は これ を f. crassimaculata 
mov. と 命名 する . 

以上 を 整理 する と 次 の 通り と な る . 


Callidrepana patrana palleolus MOTSCHULSKY 








ギン モン カギ バ (ウス イロ カギ ペ ) 
f. crassimaculata INoUE ( 横 脈 級 を も つも の ) 
=argenteola auct., mec MOORE 
f. palleolus MorscgUrLSkY ( 横 脈 数 の な いも 
の ) 
= simplificaria STRAND (syn.nov.) 

冊 , 台湾 か ら C. argenteola ab. formosana MATSU- 
MURA (1921 : 新 日 本 干 虫 図 解 , 4 : 945, pl. 71, f. 22 ) 
と いう も の が 記載 され て いる が , これ は 著者 が は じ め 
か ら , 亜 種 の 積 で 発表 し た も の と 判断 し て 差 支 えな か 
ろう . とれ も 赤 batrana と 同一 種 で あ る が , 原種 よ 
り も 地 色 が 一 層 椅 色 を 如 び , 日 本 の 亜 種 よ り も 色彩 は 
濃厚 な の で , 私 は 人 台 満 産 の 亜 種 と し て 区 別して 置き た 
い . と の 亜 種 に も 横 脈 族 の 消失 し た 型 が 見 られ る . 

















昆虫 図鑑 の スカ ンド ク ガ 


日 本 昆虫 図鑑 , 改訂 版 : 732 (1950) に は , ヒメ ジ 
ロ ド ク ガ Arctornis alba BREMER (f. 2059) と 共に だ 








う 年 よっ て 多少 の 移動 が ある が , 4 月 下旬 か ら 
7 月 上 名 に と れ , 特に 5 月 中 名 と 6 月 下旬 の 間 に 多 
い , 
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スカ シド ク ガ Stlpnotia cygzg MooRg (f. 2058) が 
図 読 きれ て いる . 私 は 記載 と 図 か ら 判 断 し て , スカ ジ 
ドク ガ と され た も の が , ヒメ シロ ドク ガ の 間 信 で あろ 
うと 推定 し て いた が , 先 年 農薬 技術 研究 所 で , 河田 博 
士 の 標本 を 実 見 し た と と ころ, 矢 張 り ス カシ ドク ガ で な 
いと と が わか っ た . f. 2058 も f. 2059 も 共に ヒメ ジ 
ロ ド ク ガ で ある . 東京 附近 に 極め て 普通 の ヒメ シロ ド 
ク ガ は , し ば し ば 前 翔 横 脈 上 に 黒点 を 表わし , 図鑑 の 
f. 2058 は , こと うし た 個体 を 示し て いる . 
スカ シド ク ガ は , 本 邦 で は 近畿 以西 に 発見 され , 恐 
らく 東京 附近 まで 達し て いな いか , 或いは 居 っ て も 大 
変 笑 に ちがい な い ?. 

ヒメ ジロ も スカ ジ も 共に , saZicis 上 L. ヤセ ナギ ドク ガ 
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ミ ド リグ ヒ ョ ヨ ョ ツン 


吾 阪 


(日 本 産 亜 種 candida STAUDINGER) を type と す 
る Leucoma (=Stilpnotia) や I-nigrum MULLER 
を type と する 4rctormis と は , 贅 脈 や 雄 交 性 器 の 
形態 か ら , 別 属 と し て 区 別 さ れ , RRedog に 入れ る の が 
正しい . 

スカ シド ク ガ Redoa cygna MOORE (1879 : Proc. 
Zool. Soc. Lond., 1879 : 401) は , イン ド 東 北部 を 模 
式 衝 の 産地 と する も の で , Leucoma cygna MOORE 
(1877 : Proc. Zool. Soc. Lond., 1877 : 601) と いう 

アン ダマ ン 諸 島 か ら 放 載 され た 竹 と は , 別種 で ある こ 
と 注意 され た い . 





2 SwINHOE (1903 : Trans. Ent. Soc.Lond., 1903 
: 378) は , 横浜 (2@) を 産地 に 挙げ て いる . 


~~ 


モン の 一 具 雄 型 


道 雄 


On a Gynandromorph of Argynnis paphia geisha HEMMING 


By MICHIO YOSHISAKA. 





表 面 








私 は 下記 , 本 種 の 一 雌雄 型 を 








待 
左 , *, 右 , 8 (各々 前 後 閉 共 ) の 完全 な る 対称 型 . 


5 画 
生 た の で , 費 重 な 紙面 を 拝借 し て 御 報 告 中 上げ る 次 紗 で ある . 


腹部 (交尾 器 ) ?, 交 陀 張 65mm. 


19, July, 1954. 鳥取 県 伯 普 大 山 と て 採集 , 競 と 所蔵 . 
高 , 既に 本 種 の 雌雄 型 た 就 い て は 下記 の 2 例 が 報告 され て 居る . 


1. 上 成 富安 信 , 昆 中 界 Vol. 11, No. 115, 1943 ( 左 , 


の 8 で ある に 対し , 筆者 の は ゃ で ある . 





前 次 両 性 泥 沙 , 後期 *, 右 , 8) 
2. 流 辺 博信 。 こ と こがね むし , Vol. II, No. 1, 1952. ( 左 
今回 , 筆者 の 得 た も の は 2. の 渡辺 氏 の も の と 逆 形 


9, 右 $⑧, 交尾 器 る ) 


質 上 , 全く 同等 で ある が , 同氏 の も の が 体 腹部 (交尾 器 ) 





未 筆 征 ら , 貴重 な 文献 の 貸与 を 賜り , 種々 , 御 教 示 頂 いた , 百 水 隆 薄 数 授 , 写真 の 労 を と られ た 岡 材 入 郎 氏 に 





厚く 御礼 申 上 げ る . 
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